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開催場所:輪王寺(紫雲閣),日光東照宮(客殿) 

 

 第五回目となる TJCAS2019 は栃木県日光市の輪王寺、日光東照宮で行われた。どちら

も日光の社寺と呼ばれる世界遺産であり、夏休みの家族連れや訪日外国人客で賑わってい

た。会場は自然に囲まれた場所にあり、桐生市に比べれば幾分涼しく感じた。今回の

TJCAS2019 では日本、台湾を主として 180 名程度が参加した。実際には日本に留学して

いる中国人学生も多数おり、多くの外国人学生との交流の場となった。 

 

筆者はポスター発表を行わなかったものの、折り紙体験コーナーのイベント等でスタッ

フとして TJCAS2019 に参加した。写真は折り紙体験コーナーの様子である。紫雲閣二階

で行われた当イベントは予想以上に盛況で、各々が思い思いに折り紙を折っていた。筆者

は台湾学生を中心に簡単な折り紙や鶴の折り方を教えた。英語には自信がなかったが、懸

命に単語を繋ぐことでコミュニケーションをとることができた。

  

図 1.折り紙体験コーナーの様子(輪王寺「紫雲閣」) 



二日目、三日目は客殿でポスター発表が行われた。学生や教員を含め多くの発表が行わ

れ、活発な議論が交わされていた。私が観ていたセッションでは数学モデルを用いたシミ

ュレーションに関する発表が多く行われており、火山の噴火や海流発電の効率など普段筆

者が行っている研究とは毛色が違い新鮮味や面白さを感じた。直接観ることはできなかっ

たものの筆者が勉強している Deep Learning に関するセッションもあった。汎用的に使え

る AI が学問の領域でも多く見られるようになっていることを改めて感じた。 

  

図 2.ポスター発表(日光東照宮「客殿」) 

 二日目の午前には三名の方々の Keynote 発表が行われた。普段研究でお世話になってい

る浅見幸司先生や小林研究室 OB でもある元澤篤史先生も発表しており、改めて各分野の

知識の幅を広めることができた。 

 

図 3.Keynote 発表 



 最終日では優秀な発表を行った学生の表彰が行われた。小林研究室からは三名の学生が

賞を受賞した。特に筆者も共著者となっている以下の論文(発表は佐々木優斗君)も賞をい

ただいており、日ごろの研究が評価されたのは今後の励みとなった。 

 

“Very Low Level DC Voltage Measurement Technique by DC-AC Conversion” 

Yuto Sasaki, Kosuke Machida, Riho Aoki, Shogo Katayama,  

Takayuki Nakatani, Jianlong Wang (Gunma Univ.),  

Keno Sato, Takashi Ishida, Toshiyuki Okamoto, Tamotsu Ichikawa (ROHM 

Semiconductor),  

Anna Kuwana, Kazumi Hatayama, Haruo Kobayashi (Gunma Univ.) 

 

 
図 4.優秀発表を行った学生 

 

 謝辞 

この度は大変お世話になりました輪王寺、日光東照宮の方々、このような学会に参加する

機会を与えてくださった小林春夫先生、会場の下調べや交渉など当日まで様々な準備を進

めてくださった石川信宣先生、桑名杏奈先生、弓仲康史先生を始めとする群馬大学および

他大学の先生方、そして今回の学会に参加いただいた多くの参加者の方々に心より感謝申

し上げます。 



 

図 5. 群馬大小林研究室関係 集合写真 

 

 


